
　

２
０
２
１
年
11
月
９
日
と
10
日
、
経
団
連
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
全
国
工
業
連
盟（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）と
の
間
で
日
本
ブ

ラ
ジ
ル
経
済
合
同
委
員
会
を
開
催
し
た
。
前
回
に
続

き
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
、
双
方
合
わ
せ
て
２
０
０
名

余
り
の
参
加
を
得
て
、
日
伯
両
国
の
経
済
情
勢
に
始

ま
り
、
イ
ン
フ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
、
環
境
、
農
業
・
食

品
等
の
分
野
に
お
け
る
今
後
の
日
伯
産
業
協
力
の
可

能
性
、
並
び
に
そ
の
制
度
的
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル（
注
）Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
実
現

な
ど
を
巡
り
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

構
造
改
革
に
よ
る�

「
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
ス
ト
」
の
解
消
に
期
待

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

従
来
、
高
率
で
複
雑
な
税
制
、
手
厚
い
労
働
者
保
護
、

イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
等
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
・

コ
ス
ト
」
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
解
決
な
く
し
て
日
系
企
業
の
円
滑
な
事
業
展
開

（注）メルコスール：ブラジル、アルゼンチン、ウルグアイ、パラグアイによる関税同盟

は
お
ぼ
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
我
が
国
経
済
界
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
改
善
を
求
め
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
か
ら
、

最
近
20
年
間
の
構
造
改
革
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
成
長

に
寄
与
し
て
き
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
経

済
界
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
持
続
的
成
長
に
向
け
て
、

税
制
・
行
政
・
財
政
面
の
構
造
改
革
や
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
に
求
め
て
い
く
と
の
姿
勢
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
は
意
を
強
く
し
た
。
今
秋
に
大
統

領
選
挙
を
控
え
、
政
治
の
季
節
を
迎
え
る
ブ
ラ
ジ
ル

が
、
改
革
の
歩
み
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
一
層
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
大
い
に
期

待
し
た
い
。

環
境
分
野
を
中
心
に�

潜
在
的
な
可
能
性
が
大
き
い�

ブ
ラ
ジ
ル
と
の
産
業
協
力

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
優
れ
た
人
材
、
豊
富
な
資
源
を
有

し
、
未
だ
潜
在
成
長
力
の
高
い
市
場
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
そ
の
潜
在
力
に
日
本
企
業
の
人
材
、
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
相
互
補
完
関

係
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
世
界
最
大
の
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
擁
し
、
強
固
な
紐
帯
で
結
び
付
く
両

国
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
双
方
が
裨
益
す
る
関
係

を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26（
国
連
気

候
変
動
枠
組
条
約
第
２６
回
締
約
国
会
議
）の
開
催
期

間
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
本
会
合
で
は
、

特
に
気
候
変
動
へ
の
対
応
を
含
む
環
境
分
野
に
お
け

る
相
互
補
完
関
係
の
強
化
を
巡
っ
て
熱
心
な
議
論
が

行
わ
れ
た
。
グ
リ
ー
ン
大
国
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
と
広
大
な
国
土
を
活
用
し
、
電
力
源
の

85
％
を
水
力
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
っ
て

い
る
。
そ
の
う
え
に
太
陽
光
や
風
力
の
導
入
を
拡
大

し
て
い
る
ほ
か
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
由
来
の
バ
イ
オ
燃
料

大
き
な
潜
在
力
を
備
え
る

ブ
ラ
ジ
ル
と
の
連
携
強
化
に
向
け
て

─
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
合
同
委
員
会
を
開
催

副
会
長
・
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
委
員
長�

三
井
物
産
会
長

安やすな
が永
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を
国
内
外
に
供
給
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
他
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
海
外
に
依

存
し
、
国
土
も
狭
小
な
日
本
は
、
２
０
５
０
年
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
持
て
る

技
術
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
等
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
追
求

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
対
極
に
あ

る
両
国
の
間
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
を
通
じ
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
未
来
社
会
の
構
築

に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
、
協
力
し
て
い

く
余
地
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
会
合
で
は
、
在
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
自
動
車
メ

み
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
今
後
、
こ
う
し
た
具
体
的

な
協
力
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

環
境
と
並
び
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
に
お
い
て
も
日
伯

協
力
が
進
展
し
て
い
る
。
国
際
的
な
デ
ー
タ
流
通
が

飛
躍
的
に
増
大
す
る
中
、
日
本
企
業
の
技
術
と
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
フ
リ
カ
を
繋

ぐ
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
建
設
さ
れ
た
。
今
後
、
南
米
と

日
本
を
繋
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
５
Ｇ
が
本
格
導
入

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
日
伯
企
業
に
よ
る
新
た
な
価
値
の

創
出
を
期
待
し
た
い
。

日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の�

早
期
実
現
に
向
け
て�

共
同
声
明
を
取
り
ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
日
伯
間
の
産
業
協
力
に
は
大
き
な

潜
在
力
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
最
大
限
に
活

か
す
た
め
の
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
、
日
伯

双
方
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
両
国
間
の
貿
易

額
は
、
為
替
や
商
品
市
況
に
よ
る
影
響
は
あ
る
に
せ

よ
、
こ
の
10
年
間
で
半
減
し
、
日
本
の
海
外
直
接
投

資
総
額
に
占
め
る
対
ブ
ラ
ジ
ル
の
比
率
は
１
％
に
止

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
は
、
既
に
Ｅ

Ｕ
と
の
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
政
治
合
意
に
至
り
、
韓
国
と

の
交
渉
も
２
０
２
１
年
５
月
に
再
開
し
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
座
視
す
れ
ば
、
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
条
件

は
確
実
に
劣
後
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開

し
、
日
伯
産
業
協
力
を
拡
大
・
深
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
日
本
と
メ
ル
コ
ス
ー
ル
の
間
で
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
、
デ
ー
タ
の
自
由
な
流
通
を
確
保
す
べ
く
、
一

刻
も
早
く
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

ま
た
、
経
団
連
側
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
経
済
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ

Ａ
は
死
活
的
に
重
要
で
あ
る
。
日
本
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
鉄
鉱
石
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
大
豆
等
の
飼
料
を
輸
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

産
品
は
、
我
が
国
の
経
済
活
動
や
国
民
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
加
え
て
、
代

替
調
達
先
も
限
ら
れ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
ら

産
品
の
よ
り
安
定
的
な
供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
Ｅ

Ｐ
Ａ
締
結
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
一
層
重
要
性
を
帯
び
て
く

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
会
合
で
は
、

質
の
高
い
包
括
的
な
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

早
期
実
現
に
向
け
て
、
両
国
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
求
め
る
共
同
声
明
を
採
択
し
た
。
経
団
連
と
し

て
は
、
共
同
研
究
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
向
け
て
政

府
へ
の
働
き
掛
け
を
強
め
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ジ
ル

経
済
界
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
委
員
長
に

就
任
後
、
初
め
て
の
合
同
委
員
会
で
あ
っ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
は
あ
っ
た
が
、
日
伯
の
緊
密
な
関
係

を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
一
層
の
発
展
を
期

す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
次
回
の
合
同
委
員
会
は
、

ぜ
ひ
と
も
対
面
形
式
で
開
催
し
、
日
伯
の
絆
を
さ
ら

に
強
固
な
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

ー
カ
ー
に
よ
る

バ
イ
オ
燃
料
の

利
用
拡
大
、
日

本
企
業
が
開
発

に
参
画
す
る
深

海
油
田
か
ら
採

掘
さ
れ
る
随
伴

ガ
ス
の
安
定
・

ク
リ
ー
ン
電
源

と
し
て
の
活
用
、

在
ブ
ラ
ジ
ル
日

系
食
品
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
農
作

物
生
産
か
ら
食

品
加
工
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
バ

イ
オ
資
源
循
環

の
確
立
等
の

様
々
な
取
り
組
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